
平成２８年度 中京圏渋滞ボトルネック対策協議会 

 

平成２９年３月８日（水）10:00～ 

名古屋合同庁舎第２号館 ３階共用大会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．議 事  

（１）規約の改正について 

（２）尾北地域の対策方針(案)について［審議事項］ 

（３）豊橋・静岡方面、三重方面の状況について［報告事項］ 

（４）その他 



中京圏渋滞ボトルネック対策協議会 規約 

 

 （名 称） 

第１条   本会は、中京圏渋滞ボトルネック対策協議会（以下「本協議会」という） 

という。 

 

 （目 的） 

第２条   本協議会は、関係機関の連携による検討体制を整え、中京圏の高規格幹線道路

等における渋滞等の課題状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推

進を図ることを目的とする。 

 

 （審議事項） 

第３条   本協議会は、前条の目的を達成するために、次の審議を行う。 

        （１）主要な渋滞箇所の特定 

        （２）特定された渋滞箇所の対策検討 

        （３）その他、本協議会の目的達成に必要な事項 

 

 （組 織）  

第４条   本協議会は、本目的にあう各種関係団体、各行政機関等をもって組織する。 

（イ）会長は、国土交通省中部地方整備局道路部長をもってあて、本協議会を

代表し会務を総括する。 

（ロ）本協議会は、第３条の各号に定める事項について審議するため、具体に

検討する必要が生じた場合、ワーキンググループを設けることができる

ものとする。 

（ハ）本協議会は、第３条の各号に定める事項について審議するため、具体に

検討する幹事会を設ける。 

 

 （事務局） 

第５条   本協議会の事務局は、国土交通省中部地方整備局、中日本高速道路(株)名古屋

支社、名古屋高速道路公社に置く。 

 

（会 議） 

第６条   本協議会の運営は、委員の決議による。 

２．本協議会は、必要に応じ会長がこれを招集する。 

 

（規約の改正） 

第７条   本規約の変更は本協議会の議決によらなければならない。 

 

 （その他） 

第８条   本規約によらない場合は、協議することとする。 

 

  付 則   この規約は、平成２４年 ８月 ２日 施行 

             （平成２９年 ３月 ８日 一部改訂） 

資料１ 



役　職 氏　名

◎ 中部地方整備局 道路部　道路部長 河南　正幸

〃 企画部　広域計画課長 森山　幸司

〃 道路部　道路計画課長 草野　真史

〃 道路部　地域道路課長 今井　浩策

〃 岐阜国道事務所長 水谷　和彦

〃 名古屋国道事務所長 島村　喜一

〃 愛知国道事務所長 宮崎　哲

〃 三重河川国道事務所長 川村　謙一

中部運輸局 交通環境部　環境・物流課長 山本　博康

中部管区警察局 広域調整部　一宮高速道路管理官 古川　昭彦

岐阜県警察本部 交通部　交通企画課長 伊藤　善弘

〃 交通部　交通規制課長 中野　峰夫

〃 交通部　高速道路交通警察隊　隊長 後藤　篤久

愛知県警察本部 交通部　交通参事官兼交通総務課長 本田　俊彦

〃 交通部　交通規制課長 西村　仁崇

〃 交通部　高速道路交通警察隊　隊長 西尾　操

三重県警察本部 交通部　首席参事官・交通企画課長 伊藤　正孝

〃 交通部　参事官・交通規制課長 原　政美

〃 交通部　高速道路交通警察隊　隊長 浦川　広巳

岐阜県 県土整備部長 高木　善幸

愛知県 建設部長 市川　育夫

三重県 県土整備部長 水谷　優兆

名古屋市 住宅都市局長 黒田　昌義

〃 緑政土木局長 三輪　友夫

中日本高速道路(株)名古屋支社 保全･サービス事業部長 池田　光次

名古屋高速道路公社 経営企画部長 安藤　亨

愛知県道路公社 工務部長 若林　仁

中部経済連合会 社会基盤部長 福村　隆宏

岐阜県トラック協会 専務理事 川島　千秋

愛知県トラック協会 専務理事 小池　良

三重県トラック協会 専務理事 伊藤　信彦

事務局

中部地方整備局

中日本高速道路(株)名古屋支社

名古屋高速道路公社

◎会長

※その他：各県道路利用者会議、観光協会、経済界等必要に応じ追加

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会 名簿

所　属


